
伊豆沼の水質とこれまでの経緯 

 

1.伊豆沼の水質目標と水質改善への取組 

  宮城県北部に位置する伊豆沼は、生活環境に係る水質環境基準として B 類型（COD75%値：5mg/L 以下）

に指定されている。 

現在、伊豆沼では自然再生事業が進められ、伊豆沼・内沼自然再生全体構想（第 2期、令和 2年 3月）

の中で水質汚濁の改善目標が示されており、COD の当面の水質目標として湖沼 C 類型の 8mg/L を 10～20

（2029～39 年）年後の中間目標に、B類型の 5mg/L を最終的な水質目標として掲げている。 

これまで伊豆沼では水質改善に向け、導水による水質改善を中心に検討が進められた一方で、夏季を中

心とした貧酸素の問題も検討してきた。 

貧酸素は水質や生物などの水環境に大きく影響することが指摘され、対策が急務であったことから、貧

酸素の改善を優先した検討が進められた。貧酸素の発生要因としては、夏季、伊豆沼に繁茂するハスによ

る湖水の滞留と推定され、ハス刈りによる湖水の滞留改善を行うことで貧酸素が一部水域で解消された。 

ハス刈りに伴う貧酸素の改善が見られる中、ここ数年は自然再生事業の中で、今後、本格整備が予定さ

れるエコトーンを対象に、水質改善効果の検証を進めている。 

このような中、平成 28年度以降、伊豆沼の CODが上昇に転じ、ここ5年程度の間に COD75%値は 20mg/L

に達した。 

そこで、当該資料では伊豆沼の COD上昇に係る現状と、現段階で推測される要因について記載した。 

 

2.伊豆沼における COD の現状とその変化状況 

(1)COD75％値の経年変化 

 図 2-1 に伊豆沼出口における公共用水域水質調査結果の COD75％値を示した。この結果、平成 28 年度

あたりから徐々に濃度が変化し、令和 4 年度には 20mg/L まで上昇し、ここ 5 年程度で約 10mg/L の上昇

が確認されている。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 伊豆沼出口の COD75%値 経年変化状況 

（昭和 52 年度～令和 5年度） 

 

(2)COD の経月変化 

 公共用水域水質調査結果より、伊豆沼出口における COD 経月変化を図 2-2 として次頁に示した。 

この結果、平成 28年度頃より 11 月頃から 5月頃の冬季を中心とした濃度上昇が確認されている。 
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3.伊豆沼の COD 上昇要因について 

近年、伊豆沼では急激な COD 濃度の上昇がみられ、またその現象は冬季を中心に確認されている。 

ここで、沼内の CODとｸﾛﾛﾌｨﾙ a、SSの経年変化を次頁の図 3-1に示した。 

伊豆沼ではこれまで、冬季には植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの相対的な量を示すｸﾛﾛﾌｨﾙ a が低い傾向にあったが、平成

28 年度頃より CODに合わせ SSやｸﾛﾛﾌｨﾙ a の濃度上昇が確認されるようになった。 

 平成 21 年度には伊豆沼（中央）を対象としたﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ調査を、平成 21 年 4月、6 月、8 月、12 月、平

成 22 年 2 月の計 5 回、実施した。そこで、当該データと比較し、伊豆沼内のﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ組成の変化の有無

を確認するため、令和 6年 2月に伊豆沼（出口）を対象にﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ調査を実施した。 

 図 3-2 に平成 22年 2月と令和 6年 2月の植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ分析値の比較を示したが、平成 22年に比べ令和

6 年では種類数、細胞数とも大きく増加し、細胞数は平成 22 年 2 月当時に比べ 10 倍程度であった。ま

た、平成 22 年当時は緑藻の Monoraphidium spp.などが多く出現したが、今年度調査では珪藻の

Thalassiosiraceae などが優占していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2  伊豆沼の植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ出現状況（データ提供：国際航業株式会社） 

 

 次に、図 3-3 に伊豆沼中央における公共用水域水

質調査結果のｸﾛﾛﾌｨﾙ a と COD の関係を示した。 

ここで、平成 28年 2月期の伊豆沼のｸﾛﾛﾌｨﾙ a 濃度

は 0.004mg/L であるのに対し、令和 6 年 2 月では

0.21mg/L まで上昇しており、この濃度差から回帰式

により COD変化量を計算すると、 

 COD 変化量（mg/L） ＝ 

 82.03（0.21-0.004） ≒ 16.9（mg/L） 

と算出され、植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの増加が伊豆沼の COD 濃

度上昇に大きく影響している可能性が考えられた。 

 

                               

図 3-3 ｸﾛﾛﾌｨﾙ a と COD の関係（伊豆沼中央） 

種類数 細胞数(ml/L） 種類数 細胞数(ml/L）

藍藻綱 0 0 2 35,000

クリプト藻類 2 254,400 0 0

渦鞭毛藻綱 0 0 1 15,000

黄金色藻綱 3 1,023,600 1 15,000

珪藻綱 7 336,000 14 72,520,000

ミドリムシ藻綱 0 0 2 60,000

ユーグレナ藻類 1 26,400 0 0

緑藻綱 4 5,544,000 19 8,005,000

不明鞭毛藻類 1 72,000 0 0

合計 18 7,256,400 39 80,650,000
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